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看護学研究科 教育課程編成の概要

共通科目

特別研究

修士（看護学）

専門科目

基盤看護学 エンドオブ

ライフケア看護学

生涯

発達看護学

広域看護学

・看護教育管理学

・長寿科学看護

・エンドオブライフ

ケア看護学

・成人・老年看護学

・母性・小児看護学

・精神看護学

・在宅看護学

・地域看護学

共通科目

専門科目

エンドオブ

ライフケア看護学

生涯

発達看護学
広域看護学

後期課程入学

前期課程入学

特別研究

博士（看護学）

学位取得

看護管理者看護教育者看護研究者

看護管理者看護教育者看護研究者

学位取得

admin
タイプライターテキスト
資料9



学部と大学院を兼務する教員の状況 資料10

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 看護研究Ⅰ 3前 2

看護研究Ⅱ 4通 2

博士前期課程 看護学研究方法特論 1前 0.7

保健医療福祉学特論 1後 0.8

地域看護学特論 1前 1.6

地域看護学特論演習 1後 1.7

特別研究M 1通 8

博士後期課程 看護学研究方法特別講義 1前 0.4

保健医療福祉政策特別講義 1後 0.8

地域看護学特別講義 1前 1.2

地域看護学特別講義演習 1通 1.2

特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 15.5

Ⅱ期 12.9

計 28.4

窪寺 俊之

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

博士前期課程 看護倫理学特論 1前 0.6

臨床死生学特論 1後 1

精神看護学特論 1前 0.6

精神看護学特論演習 1後 0.7

特別研究M 1通 8

博士後期課程 地域看護学特別講義 1前 0.4

地域看護学特別講義演習 1通 0.4

特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 9.8

Ⅱ期 9.9

計 19.7

小笠原 知枝

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

博士前期課程 看護理論特論 1前 1.4

エンドオブライフケア特論 1後 1

エンドオブライフケア看護学特論 1前 1

エンドオブライフケア看護学特論演習 1後 1.2

特別研究M 1通 8

博士後期課程 エンドオブライフケア看護学特別講義 1前 1.6

エンドオブライフケア看護学特別講義演習 1通 1.6

特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 12.8

Ⅱ期 11

計 23.8

三徳 和子

（◆）は看護学部以外の学科の授業を表す 1



長尾 憲樹

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 環境保健学 3前 1

健康・スポーツ科学Ⅰ（講義）（◆） 1前 2

運動処方論  （◆） 3前 2

生化学  （◆） 2前 2

基礎ゼミⅡ（◆） 1後 2

卒業研究Ⅰ（◆） 3前 2

卒業研究Ⅱ（◆） 4通 2

運動処方演習（◆） 3後 2

博士前期課程 長寿科学看護特論 1前 0.6

長寿科学看護特論演習 1後 0.9

特別研究M 1通 8

博士後期課程 地域看護学特別講義 1前 0.4

地域看護学特別講義演習 1通 0.4

特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 19.2

Ⅱ期 14.1

計 33.3

長尾 光城

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 臨床病理病態学Ⅲ（外科系） 2後 2

基礎ゼミ 1前 2

看護研究Ⅰ 3前 2

看護研究Ⅱ 4通 2

医学概論（◆） 3前 0.6

健康・スポーツ科学Ⅰ（講義）（◆） 1前 2

人体の構造と機能及び疾病（◆） 1後 2

人体の構造及び日常生活行動に関する理解（◆） 3後 2

博士前期課程 長寿科学看護特論 1前 1.2

長寿科学看護特論演習 1後 0.9

特別研究M 1通 8

博士後期課程 生涯発達看護学特別講義 1前 0.8

生涯発達看護学特別講義演習 1通 0.8

特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 18

Ⅱ期 16.3

計 34.3

長弘 千恵

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 基礎ゼミ 1前 2

看護研究Ⅰ 3前 2

看護研究Ⅱ 4通 2

博士前期課程 看護学研究方法特論 1前 0.8

在宅看護学特論 1前 1

在宅看護学特論演習 1後 1.1

特別研究M 1通 8

博士後期課程 看護学研究方法特別講義 1前 1

在宅看護学特別講義 1前 1.2

在宅看護学特別講義演習 1通 1.8

特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 17.9

Ⅱ期 11

計 28.9

（◆）は看護学部以外の学科の授業を表す 2



富安 俊子

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 母性看護学概論 2前 2

母性看護援助論 3前 2

母性看護学実習 3後 2

基礎ゼミ 1前 2

看護研究Ⅰ 3前 2

看護研究Ⅱ 4通 2

看護の統合と実践実習 4前 2

看護学Ⅱ（◆） 2後 0.6

博士前期課程 母性・小児看護学特論 1前 1

母性・小児看護学特論演習 1後 1.1

特別研究M 1通 8

博士後期課程 特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 20

Ⅱ期 12.7

計 32.7

柴山 健三

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 成人看護学概論 2前 0.7

看護研究Ⅰ 3前 2

看護研究Ⅱ 4通 2

博士前期課程 看護学研究方法特論 1前 0.5

看護倫理学特論 1前 1.4

成人・老年看護学特論 1前 1.2

成人・老年看護学特論演習 1後 1.3

特別研究M 1通 8

博士後期課程 看護学研究方法特別講義 1前 0.6

生涯発達看護学特別講義 1前 0.8

生涯発達看護学特別講義演習 1通 0.8

特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 16.6

Ⅱ期 10.7

計 27.3

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 精神看護学概論 2後 0.7

精神看護援助論 3前 1

精神看護学実習 3後 2

基礎ゼミ 1前 2

看護研究Ⅰ 3前 2

看護研究Ⅱ 4通 2

看護の統合と実践実習 4前 2

博士前期課程 精神看護学特論 1前 1.4

精神看護学特論演習 1後 1.3

特別研究M 1通 8

博士後期課程 在宅看護学特別講義 1前 0.8

在宅看護学特別講義演習 1通 0.2

特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 18.3

Ⅱ期 13.1

計 31.4

加藤 知可子

（◆）は看護学部以外の学科の授業を表す 3



多田 章夫

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 健康科学序論（◆） 1後 2

公衆衛生学（◆） 2後 2

薬理学（◆） 3後 2

解剖学（◆） 1後 2

生理学（◆） 1後 2

健康科学（◆） 2前 2

基礎ゼミⅠ（◆） 1前 2

卒業研究Ⅰ（◆） 4前 2

卒業研究Ⅱ（◆） 4後 2

公衆衛生学Ⅰ（◆） 1後 2

博士前期課程 疫学・統計学特論 1前 2

特別研究M 1通 8

博士後期課程 応用統計学特別講義 1後 2

特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 16

Ⅱ期 24

計 40

森田 惠子

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 小児看護学概論 2後 2

小児看護援助論 3前 2

小児看護学実習 3後 2

基礎ゼミ 1前 2

看護研究Ⅰ 3前 2

看護研究Ⅱ 4通 2

博士前期課程 母性・小児看護学特論 1前 1

母性・小児看護学特論演習 1後 0.9

特別研究M 1通 8

博士後期課程 生涯発達看護学特別講義 1前 0.4

生涯発達看護学特別講義演習 1通 0.4

特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 16.6

Ⅱ期 14.1

計 30.7

兒玉 拓

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 薬理学 2前 2

免疫・微生物学 1後 2

基礎ゼミ 1前 2

看護研究Ⅰ 3前 2

看護研究Ⅱ 4通 2

医学概論（◆） 3前 0.6

健康・スポーツ科学Ⅰ（講義）（◆） 1前 2

生活習慣病（成人病）（◆） 3前 2

博士前期課程 エンドオブライフケア看護学特論 1前 1

エンドオブライフケア看護学特論演習 1後 0.8

特別研究M 2通 8

博士後期課程 エンドオブライフケア看護学特別講義 1前 0.4

エンドオブライフケア看護学特別講義演習 1通 0.4

特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 21.2

Ⅱ期 12

計 33.2

（◆）は看護学部以外の学科の授業を表す 4



髙見 千恵

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 家族関係論 1後 2

老年看護学概論 2前 0.1

在宅看護概論 2後 2

在宅看護援助論 3前 2

在宅看護実習 4前 2

基礎ゼミ 1前 2

看護研究Ⅰ 3前 2

看護研究Ⅱ 4通 2

博士前期 在宅看護学特論 1前 0.8

在宅看護学特論演習 1後 0.9

特別研究M 1通 8

Ⅰ期 13.9

Ⅱ期 9.9

計 23.8

宮島 多映子

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 看護学概論 1前 2

ヘルスアセスメント 2前 1

看護技術論Ⅰ（生活援助技術） 1後 2

看護技術論Ⅱ（診療補助技術） 2前 2

看護技術論Ⅲ（看護過程） 2前 2

基礎看護学実習Ⅰ 1後 1

基礎看護学実習Ⅱ 2後 2

看護の統合と実践実習 4前 2

博士前期課程 看護教育学特論 1後 1.2

看護教育管理学特論 1前 0.6

看護教育管理学特論演習 1後 0.7

特別研究M 1通 8

博士後期課程 特別研究Ｄ 1・2・3通 8

Ⅰ期 17.6

Ⅱ期 14.9

計 32.5

白神 佐知子

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 成人看護学概論 2前 1.3

成人看護援助論Ⅰ（急性期） 2後・3前 2

成人看護援助論Ⅱ（慢性期） 2後・3前 2

成人看護学実習Ⅰ 3後 2

成人看護学実習Ⅱ 3後 2

基礎ゼミ 1前 2

看護研究Ⅰ 3前 2

看護研究Ⅱ 4通 2

看護の統合と実践実習 4前 2

博士前期課程 成人・老年看護学特論 1前 0.6

成人・老年看護学特論演習 1後 0.4

特別研究M 2通 8

Ⅰ期 14.9

Ⅱ期 11.4

計 26.3

（◆）は看護学部以外の学科の授業を表す 5



大植 由佳 大植 由佳

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 ヘルスアセスメント 2前 1

看護技術論Ⅰ（生活援助技術） 1後 2

看護技術論Ⅱ（診療補助技術） 2前 2

看護技術論Ⅲ（看護過程） 2前 2

基礎看護学実習Ⅰ 1後 1

基礎看護学実習Ⅱ 2後 2

基礎ゼミ 1前 2

看護研究Ⅰ 3前 2

看護研究Ⅱ 4通 2

看護の統合と実践実習 4前 2

博士前期課程 看護教育学特論 1後 0.6

看護教育管理学特論 1前 0.6

看護教育管理学特論演習 1後 0.5

特別研究M 1通 8

Ⅰ期 16.6

Ⅱ期 11.1

計 27.7

区分 授業科目名 開講期 担当単位数

学部 成人看護援助論Ⅰ（急性期） 2後・3前 2

成人看護援助論Ⅱ（慢性期） 2後・3前 2

成人看護学実習Ⅰ 3後 2

成人看護学実習Ⅱ 3後 2

災害看護学 4前 1

基礎ゼミ 1前 2

看護研究Ⅰ 3前 2

看護研究Ⅱ 4通 2

国際看護学Ⅰ 2前 1

国際看護学Ⅱ 3後 1

看護の統合と実践実習 4前 2

博士前期課程 看護教育学特論 1後 0.6

看護教育管理学特論 1前 0.6

看護教育管理学特論演習 1後 0.5

Ⅰ期 11.6

Ⅱ期 9.1

計 20.7

大植 崇

（◆）は看護学部以外の学科の授業を表す 6



一部教員の一週間の時間割表 資料11

○エンドオブライフケア看護学領域

Ⅰ期

Ⅱ期

…学部科目

…博士前期課程科目

…博士後期課程科目

※（○/○）…授業担当回数

土

１限 生活習慣病(成人病)

兒玉 拓

月 火 水 木 金

３限 薬理学 医学概論

特別研究M

４限

２限 基礎ゼミ

看護研究Ⅰ

特別研究D

５限 看護研究Ⅱ

月 火 水 木 金 土

７限
エンドオブライフ
ケア特別講義演習

※（3/15）

６限
エンドオブライフケア

看護学特別講義※（3/15）
エンドオブライフケア
看護学特論※（7/15）

２限

１限
健康・スポーツ科学Ⅰ

（講義）

特別研究M

４限

３限 免疫・微生物学

エンドオブ
ライフケア特論
※（3/15）

特別研究D

６限
エンドオブライフケア

特別講義演習
※（3/15）

エンドオブ
ライフケア
特論演習
※（3/15）

７限

５限 看護研究Ⅱ

1



一部教員の一週間の時間割表

○生涯発達看護学領域

Ⅰ期

Ⅱ期

…学部科目

…博士前期課程科目

…博士後期課程科目

※（○/○）…授業担当回数

６限

７限

５限 看護研究Ⅱ

成人・老年看護学
特論演習

※（10/15）
生涯発達看護学
特別講義演習
※（6/15）

特別研究D

４限

３限

特別研究M

２限

１限

月 火 水 木 金 土

７限
成人・老年看護学特論

※（9/15）

生涯発達看護学
特別講義演習
※（6/15）

特別研究D

６限
看護学研究方法特論

※（4/15）
看護学研究方法特別講義

※（5/15）
生涯発達看護学特別講義

※（6/15）

成人看護学概論
※（5/15）

看護研究Ⅰ

５限 看護研究Ⅱ

看護倫理学特論
※（10/15）

３限

４限

２限

特別研究M

土

１限

柴山 健三

月 火 水 木 金

2



一部教員の一週間の時間割表

○生涯発達看護学領域

Ⅰ期

Ⅱ期

…学部科目

…博士前期課程科目

…博士後期課程科目

※（○/○）…授業担当回数

土

１限

長尾 光城

月 火 水 木 金

３限 医学概論

特別研究M

４限

２限 基礎ゼミ

特別研究D

６限
生涯発達看護学特別講義

※（6/15）

看護研究Ⅰ

５限 看護研究Ⅱ

月 火 水 木 金 土

７限
長寿科学看護特論

※（9/15）

生涯発達看護学
特別講義演習
※（6/15）

２限
人体の構造及び日常生活行動

に関する理解

１限
健康・スポーツ科学Ⅰ

（講義）

看護研究Ⅱ 臨床病理病態学Ⅲ（外科系）

６限

特別研究M

４限 人体の構造と機能及び疾病

特別研究D

５限

３限

７限
生涯発達看護学
特別講義演習
※（6/15）

長寿科学看護特論演習
（13/15）

3



一部教員の一週間の時間割表

○広域看護学領域（地域看護学）

Ⅰ期

Ⅱ期

…学部科目

…博士前期課程科目

…博士後期課程科目

※（○/○）…授業担当回数

２限

３限

保健医療福祉政策特別講義
※（6/15）

４限
公衆衛生看護学概論

※（1/15）

７限

５限 看護研究Ⅱ

地域看護学特別講義演習
※（9/15）

特別研究M

特別研究D

６限

地域看護学特別講義
※（9/15）

地域看護学特論演習
※（12/15）

保健医療福祉学特論
※（6/15）

６限
看護学研究方法特論

※（5/15）
看護学研究方法特別講義

※（3/15）

７限
地域看護学特論
※（13/15）

地域看護学特別講義演習
※（9/15）

１限

看護研究Ⅰ

月 火 水 木 金

５限 看護研究Ⅱ

特別研究D

土

３限

４限

２限

特別研究M

土

１限

三徳 和子

月 火 水 木 金
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一部教員の一週間の時間割表

○広域看護学領域（在宅看護学）

Ⅰ期

Ⅱ期

…学部科目

…博士前期課程科目

…博士後期課程科目

※（○/○）…授業担当回数

在宅看護学特別講義
※（9/15）

在宅看護学
特別講義演習
※（13/15）

在宅看護学特論演習
※（8/15）

７限
在宅看護学

特別講義演習
※（13/15）

６限

５限 看護研究Ⅱ

４限

特別研究M

特別研究D

２限

１限

３限

月 火 水 木 金 土

７限
在宅看護学特論

※（7/15）

特別研究D

６限
看護学研究方法特論

※（6/15）
看護学研究方法特別講義

※（7/15）

看護研究Ⅰ

５限 看護研究Ⅱ

３限

４限

２限
基礎ゼミ

※（2/15）

特別研究M

土

１限

長弘 千惠

月 火 水 木 金
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兵庫大学等定年規則 

平成 11年 4月 1日制定 

睦学則第 27 号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、就業規則（加古川団地）第 12条第２項の規定に基づき、兵庫

大学・兵庫大学短期大学部（以下「大学部門」という。）及び兵庫大学附属加古川

幼稚園（以下「幼稚園」という。）の職員（以下「職員」という。）の定年に関し

て必要な事項を定める。 

（定年） 

第２条  職員は、定年に達した日の属する学年度の終了する日をもって、なんらの通知を要 

せず当然に雇用契約が終了するものとする。 

２ 職員の定年は、大学部門においては、教育職員満67歳、事務職員満65歳、技術職員及び

作業員満65歳、幼稚園においては満60歳とする。 

３ 大学設置等の認可申請における教員資格審査の対象となり、教員資格審査を経て採用さ

れた者については、当該学部等の完成年度まで定年退職の時期を延長することがある。 

４ 大学設置等の認可申請における教員資格審査の対象となり、教員資格審査を経て採用す

る者については、第２項に定める定年年齢を超えて採用することがある。この場合の定年

は、当該学部等の完成年度の末日とする。 

（定年延長） 

第３条 職務の都合により特に必要があると認められた者については、定年を延長すること 

がある。 

２ 前項の定年延長は、辞令を交付して、１年毎にこれを行う。 

（再雇用） 

第４条 学校法人睦学園を定年退職した者を、再雇用することがある。 

２ 再雇用に関する事項は別に定める。 

３ 第1項の再雇用の期間は１年以内とし、辞令を交付してこれを行う。その後の更新につい

ても、また同様とする。 

（適用除外） 

第５条 部門長の地位にある職員については、その地位にある間は定年に関する規定を適用

しない。 

（改廃） 

第６条 この規則の改廃は、理事会の議を経て、理事長がこれを行う。 

 

附 則 

１ この規則は、平成11年４月１日から施行する。 

２ この規則施行の際、兵庫大学教員として、学部等の設置に伴い採用された者に対する第

２条第２項の規定の適用については、当該学部等が完成年度となるまでは、その者が兵庫

大学に採用された日における年令に５年を加えた年令と第２条第２項に規定する年令との

いずれか多いものをもって、その者の定年とする。 
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３ 平成20年３月31日現在に、在籍する者については、経過措置として、平成20年度から平

成24年度における定年は、第２条第２項の規定にかかわらず、次のとおりとする。 

期  間 教 育 職 員 事務職員・技術職員・作業員 

平成20年度 満６９歳 満６９歳 

平成21年度 満６８歳 満６８歳 

平成22年度 満６７歳 満６７歳 

平成23年度 ― 満６６歳 

平成24年度 ― 満６５歳 

 

４ この規則は、平成20年４月１日から施行する。 

５ この規則は、平成27年４月１日から施行する。 

６ この規則は、平成30年１月27日から施行する。 

７ この規則は、平成31年２月１日から施行する。 
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◎：各専攻に応じて必修となる科目　　　○：選択科目

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

看護学研究方法特論 1前 2 ◎ ◎ ◎ ◎

疫学・統計学特論 1前 2 ◎ ◎ ◎ ◎

看護倫理学特論 1前 2 ○ ○ ○ ○

看護理論特論 1前 2 ○ ○ ○ ○

看護教育学特論 1後 2 　 ○ ○ 　

臨床死生学特論 1後 2 　 ◎ 　 ◎ 　 ◎ 　 ◎

エンドオブライフケア特論 1後 2 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○

保健医療福祉学特論 1後 2 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○

看護教育管理学特論 1前 2 ◎

看護教育管理学特論演習 1後 2 　 ◎

長寿科学看護特論 1前 2 ○ ○

長寿科学看護特論演習 1後 2

エンドオブライフケア看護学特論 1前 2 ◎ ○

エンドオブライフケア看護学
特論演習

1後 2 　 ◎

成人・老年看護学特論 1前 2 ○ ◎ ○

成人・老年看護学特論演習 1後 2 　 ◎

母性・小児看護学特論 1前 2 ○

母性・小児看護学特論演習 1後 2

精神看護学特論 1前 2 ◎

精神看護学特論演習 1後 2 　 ◎

在宅看護学特論 1前 2 ○ ○ ○

在宅看護学特論演習 1後 2

地域看護学特論 1前 2 ○

地域看護学特論演習 1後 2

特別研究Ｍ 1・2通 8

－

…全学生の必修科目

2年次

生涯発達看護学領域
（の中でも成人・老年
看護学）を専攻する学

生の履修モデル

◎

32

広域看護学（の中でも
精神看護学）を専攻す
る学生の履修モデル

1年次 2年次

◎

32

履修モデル（博士前期課程）

合計（25科目）

基
盤
看
護
学

共
通
科
目

専
門
科
目

特
別

研
究

エ
ン
ド

オ
ブ

ラ
イ
フ

ケ
ア

看
護
学

広
域
看
護
学

生
涯
発
達
看
護
学

1年次 2年次

◎

32

1年次

科目
区分

◎

授業科目の名称
配当
年次

単
位
数

32

エンドオブライフケア
看護学領域を専攻する
学生の履修モデル

1年次 2年次

基盤看護学（の中でも
看護教育看護管理学）
を専攻する学生の履修

モデル

1



◎：各専攻に応じて必修となる科目　　　○：選択科目

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

看護学研究方法特別講義 1前 2 ◎ ◎ ◎

応用統計学特別講義 1後 2 　 ◎ 　 ◎ 　 ◎

保健医療福祉政策特別講義 1通 2

エンドオブライフケア看護学特別講義 1前 2 ◎

エンドオブライフケア看護学
特別講義演習

1通 2

生涯発達看護学特別講義 1前 2 ◎

生涯発達看護学特別講義演習 1通 2

在宅看護学特論 1前 2 ◎

在宅看護学特別講義演習 1通 2

地域看護学特論 1前 2

地域看護学特別講義演習 1通 2

特別研究Ｄ 1・2・3通 8

－

…全学生の必修科目 ○

◎

16

広域看護学（の中でも在宅看護
学）を専攻する学生の履修モデル

1年次 2年次 3年次

◎

◎

16

生涯発達看護学を専攻する学生の
履修モデル

1年次 2年次 3年次

◎

◎

◎

16

エンドオブライフケア看護学領域
を専攻する学生の履修モデル

1年次 2年次 3年次

合計（12科目）

共
通
科
目

エ
ン
ド

オ
ブ

ラ
イ
フ
ケ
ア

看
護
学

生
涯
発
達

看
護
学

広
域
看
護
学

専
門
科
目

特
別

研
究

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単
位
数

履修モデル（博士後期課程）
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看護学研究科看護学専攻（博士前期課程）

学年 期 月 火 水 木 金 土

1時限
（9:00-10:30）

看護理論特論

2時限
（10:40-12:10）

看護倫理学特論

3時限
（13:00-14:30）

特別研究Ｍ

4時限
（14:40-16:10）

特別研究Ｍ

5時限
（16:20-17:50）

6時限
（18:00-19:30）

看護学研究方法特論 疫学・統計学特論 在宅看護学特論 エンドオブライフケア看護学特論

成人・老年看護学特論 長寿科学看護特論 地域看護学特論 精神看護学特論 看護教育管理学特論

母性・小児看護学特論

1時限
（9:00-10:30）

保健医療福祉学特論

2時限
（10:40-12:10）

看護教育学特論

3時限
（13:00-14:30）

特別研究Ｍ

4時限
（14:40-16:10）

特別研究Ｍ

5時限
（16:20-17:50）

6時限
（18:00-19:30）

成人・老年看護学特論演習 長寿科学看護特論演習 臨床死生学特論 看護教育管理学特論演習

母性・小児看護学特論演習 在宅看護学特論演習 エンドオブライフ看護学特論演習

7時限
（19:40-21:10）

精神看護学特論演習 エンドオブライフケア特論 地域看護学特論演習

1時限
（9:00-10:30）

2時限
（10:40-12:10）

3時限
（13:00-14:30）

特別研究Ｍ

4時限
（14:40-16:10）

特別研究Ｍ

5時限
（16:20-17:50）

6時限
（18:00-19:30）

7時限
（19:40-21:10）

1時限
（9:00-10:30）

2時限
（10:40-12:10）

3時限
（13:00-14:30）

特別研究Ｍ

4時限
（14:40-16:10）

特別研究Ｍ

5時限
（16:20-17:50）

6時限
（18:00-19:30）

7時限
（19:40-21:10）

…必修科目

授業時間割表

時限

1
年
次

Ⅰ
期

昼
間

夜
間 7時限

（19:40-21:10）

Ⅱ
期

昼
間

夜
間

2
年
次

Ⅰ
期

昼
間

夜
間

Ⅱ
期

昼
間

夜
間

1

admin
タイプライターテキスト
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看護学研究科看護学専攻（博士後期課程）

学年 期 月 火 水 木 金 土

1時限
（9:00-10:30）

2時限
（10:40-12:10）

3時限
（13:00-14:30）

4時限
（14:40-16:10）

特別研究D

5時限
（16:20-17:50）

6時限
（18:00-19:30）

看護学研究方法特別講義 エンドオブライフ看護学特別講義 生涯発達看護学特別講義

地域看護学特別講義 在宅看護学特別講義

エンドオブライフ看護学
特別講義演習

生涯発達看護学特別講義演習

地域看護学特別講義演習 在宅看護学特別講義演習

1時限
（9:00-10:30）

2時限
（10:40-12:10）

3時限
（13:00-14:30）

保健医療福祉政策特別講義

4時限
（14:40-16:10）

特別研究D

5時限
（16:20-17:50）

6時限
（18:00-19:30）

応用統計学特別講義

7時限
（19:40-21:10）

エンドオブライフ看護学
特別講義演習

生涯発達看護学特別講義演習

地域看護学特別講義演習 在宅看護学特別講義演習

1時限
（9:00-10:30）

2時限
（10:40-12:10）

3時限
（13:00-14:30）

4時限
（14:40-16:10）

特別研究D

5時限
（16:20-17:50）

特別研究D

6時限
（18:00-19:30）

7時限
（19:40-21:10）

1時限
（9:00-10:30）

2時限
（10:40-12:10）

3時限
（13:00-14:30）

4時限
（14:40-16:10）

特別研究D

5時限
（16:20-17:50）

6時限
（18:00-19:30）

7時限
（19:40-21:10）

…必修科目

授業時間割表

時限

1
年
次

Ⅰ
期

昼
間

夜
間

7時限
（19:40-21:10）

Ⅱ
期

昼
間

夜
間

2
年
次

Ⅰ
期

昼
間

夜
間

Ⅱ
期

昼
間

夜
間
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看護学研究科看護学専攻（博士後期課程）

学年 期 月 火 水 木 金 土

1時限
（9:00-10:30）

2時限
（10:40-12:10）

3時限
（13:00-14:30）

4時限
（14:40-16:10）

特別研究D

5時限
（16:20-17:50）

特別研究D

6時限
（18:00-19:30）

1時限
（9:00-10:30）

2時限
（10:40-12:10）

3時限
（13:00-14:30）

4時限
（14:40-16:10）

特別研究D

5時限
（16:20-17:50）

6時限
（18:00-19:30）

7時限
（19:40-21:10）

…必修科目

授業時間割表

時限

３
年
次

Ⅰ
期

昼
間

夜
間 7時限

（19:40-21:10）

Ⅱ
期

昼
間

夜
間

3



博士前期課程修了までの指導プロセスとスケジュール表 

1 
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 事項 概要（研究指導及び審査等） 

１
年
次 

4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 

 

 

3月 

研究指導教員の決定と 

履修指導 

 

↓ 
共通・専門・研究科目の履修 

 

↓ 
 

研究課題の明確化 

 

↓ 
研究計画書作成 

 

↓ 
研究計画発表会 

 
↓ 

研究倫理申請 

 

 主研究指導教員と副研究指導教員を決定する。 

 主指導教員から学生の研究課題に応じた履修指導を受ける。 

 

 

 「看護学研究方法特論」や「看護倫理学特論」等の共通科目の

履修を行う。 

 専門科目を履修し、各自の研究課題の明確化に向けた作業を

行う。 

◆ 研究課題を焦点化する。 

 

 

◆ 研究計画書及び倫理審査申請書の指導を受けて作成する。 

 

 

 研究計画発表会では、主・副研究指導教員以外の教員から指

摘、助言、指導された事項を受けて、研究計画書を修正す

る。 

 研究計画書は兵庫大学・兵庫大学短期大学部研究倫理委員会

規程に基づいて、研究倫理審査申請を行う。 

２
年
次 

4月 
 
 
 
 
 
 
9月 

 

 

 

 

 

1月 

 

 

1月 

中旬 

 

2月 

 

 
 

 

 

 

2月 

中旬 

 

 

 

 

 

 

2月 

下旬 

 

 

3月 

下旬 

 

研究計画に基づく研究活動 

 

 

↓ 
 

 

 

中間発表会 

 

↓ 
論文作成 

 

↓ 
修士学位論文審査申請 

 

↓ 
修士学位論文審査会 

 

↓ 
修士学位論文の修正 

 

↓ 
 

発表会の準備 

 

↓ 
修士学位論文発表会 

 
↓ 
 
 
 
 
 

合否判定 

     

↓ 
 

学位授与 

 

 研究倫理委員会の許可を受けた後、研究活動を実施する。 

 学生は研究計画に基づいてデータ収集と分析、結果の整理

を、主・副研究指導教員の助言・指導を受けながら遂行す

る。 

 主・副研究指導教員の継続的な指導を受けながら、学生は研

究計画通り進捗するよう努力し、中間発表会に備える。 

 

 中間発表会において、主・副研究指導教員以外の教員から指

摘、助言、指導された事項を受けて、学生は主・副研究指導

教員と共に修士学位論文の作成を進める。 

 

 

 

◆ 1月に関係書類とともに修士学位論文を提出する。 

 

 

◆ 審査委員は、担当の研究指導教員を除く研究科の研究指導教

員３人（主査１人、副査２人）とする。 

 

◆ 学生は審査会にて審査委員らによる口頭試問を受ける。審査

委員は修士学位論文の審査結果を研究科委員会に報告する。 

 

◆ 学生は、審査委員より助言・指導を受けて、必要に応じて論

文を修正し、発表に向けて準備を進める。 

 

 

◆ 修士学位論文発表会では、主・副査以外の教員から指摘、助

言、指導された事項を受けて、修士学位論文を修正し、提出

する。 

◆ 最終試験として学生は審査会にて審査委員らによる口頭試問

を受ける。審査委員は、修士学位論文及び最終試験の審査結

果を研究科委員会に報告する。 

 

 

 合否判定は、研究科委員会において「修士学位論文審査会」

の審査委員より報告を受けて、研究科委員会構成員による可

否投票により、出席者の 3分の 2以上の「可」票を持って合

格と判定する。 

 大学院修了式・学位記授与式にて学長が、修士（看護学）の 

学位を授与する。 
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修士論文審査基準  

 

＜博士前期課程＞  

１．学術的意義  

・  看護学研究として学術的に重要なテーマである。  

・  先行研究との関連に基づいて、研究の意義が明確である。  

・ 研究に独自性がある。  

 

２．研究方法の妥当性  

 ・  研究目的達成のために適切な研究方法が用いられている。  

 

３．倫理的配慮  

 ・  研究の実施および論文記述において、倫理的配慮が充分になされている。  

 ・  研究公正の観点から問題がない。  

 

４．論述の明解性  

 ・  論旨が明確で、一貫性がある。  

 ・  研究方法が詳細に記述されている。  

 ・  研究目的および結果から、論理的に考察が導かれている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫大学大学院看護学研究科博士前期課程  

資料 16 



1 

 

博士後期課程修了までの指導プロセスとスケジュール表 

時期 事項 概要（研究指導及び審査等） 

１
年
次 

4月 

 

 

 

 

 

 

 

1月 

 

 

 

2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 

研究指導教員の決定と 

履修指導 

     

↓ 
研究計画書作成 

 
↓ 

 

研究計画発表会 

 
↓ 
 

研究計画審査 

      
↓ 
 
 
 
 
 
 

研究倫理申請 

 
↓ 
 

 主研究指導教員と副研究指導教員を決定する。 

 主研究指導教員から学生の研究課題に応じた履修指導を

受ける。 

 

 研究指導教員の指導により、研究課題の焦点化と研究計画

書を作成する。 

 

 

 研究計画発表会において、研究指導教員以外の教員から

指摘、助言、指導された事項を受けて、研究計画書を修

正する。 

 

 審査委員は、研究科委員会構成員の中から 3人を選出

し、研究科委員会で決定し、研究計画書の審査を行う。 

 学生は研究計画審査会にて、審査委員らによる口頭試問

を受ける。 

 審査委員より助言を受けて、必要に応じて研究計画書を

修正・追加し、研究倫理申請に向けた準備を行う。 

 審査委員は、研究計画審査結果を研究科委員会に報告す

る。 

 

 研究計画書は兵庫大学・兵庫大学短期大学部研究倫理委

員会規程に基づいて、研究倫理審査申請を行う。 

 研究倫理委員会の審査結果に基づき、学生は研究倫理審

査結果通知書の複写を教学部教務課に提出する。 

 

２
年
次 

4月 

 
 
 
 
 

1月 

 

 

 

 

1月 

中旬 

研究計画に基づく研究活動 

     

↓ 
 

 

 

中間発表会 

     

↓ 
 

 

博士学位論文の作成 

 

 学生は研究計画に基づいてデータ収集と分析、結果の整

理を、研究指導教員の助言・指導を受けながら遂行す

る。 

 研究指導教員の継続的な指導を受けながら、学生は研究

計画通り進捗するよう努力し、中間発表会に備える。 

 

 中間発表会において、研究指導教員以外の教員から指

摘、助言、指導された事項を受けて、学生は研究指導教

員と共に研究活動を精査する。 

 

 

 研究指導教員は、論文作成を指導すると共に、国際学会

発表及び学術誌への投稿に向けた指導を行う。 

 

資料 17 



2 

 

３
年
次 

4月 

 

 

 

9月 

 

 

 

 

9月 

中旬 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

9月 

下旬 

 

 

研究計画に基づく研究活動 

 

↓ 
 

博士学位論文予備審査申請 

 

 
↓ 

 

博士学位論文予備審査会 

     

↓ 
 

 

 

 

 

 

 

 

予備審査の合否判定 

   

↓ 
 

 学生は研究指導教員の継続的な助言・指導を受けながら

博士学位論文を作成する。同時に、国際学会発表及び学

術誌への投稿を進める。 

 

◆  9月に関係書類とともに博士学位論文を提出する。 

 

 

 

 

◆  修了要件（16単位）が充足見込みであること及び研究成

果が学術誌に掲載されるか掲載受理の承認を得ているこ

と、国際学会での発表をしていることを確認する。 

 予備審査は非公開とし、主査 1名、副査 2名（審査委員

は、担当の主・副研究指導教員を除く研究科の研究指導

教員とする）が行い、論文の完成度を審査する。 

 学生は予備審査会にて審査委員らによる口頭試問を受け

る。 

 審査委員より助言を受けて、必要に応じて論文を修正・

追加し、本審査に向けた準備を行う。 

 

 審査委員は、博士学位論文予備審査の審査結果を研究科

委員会に報告する。 

 

 

10月 

 

 

 

博士学位論文審査及び 

最終試験受験申請 

 

↓ 

 10月に関係書類とともに博士学位論文を提出する。 

 

 

10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月 

 

 

 

 

 

 

3月 

上旬 

 

 

 

3月

下旬 

 

博士学位論文審査会 

 

     

 

 

 

↓ 
 

 

 

 

 

 

発表会（公聴会） 

及び最終試験 

 

 

 

 

 

合否判定 

         
↓ 

 

 

学位記授与 

    

◆  審査委員は、担当の研究指導教員を除いた本研究科内外

から 3名以上を選出し、研究科委員会で決定する。 

◆  修了要件（16単位）が充足見込みであること及び研究成

果が学術誌に掲載されるか掲載受理の承認を得ているこ

と、国際学会での発表をしていることを確認する。 

 学生は本審査会にて審査委員らによる口頭試問を受け

る。 

 審査委員より助言を受けて、必要に応じて論文を修正・

追加し、発表会（公聴会）及び最終試験に向けた準備を

行う。 

 審査委員は、博士学位論文について審査し、審査委員は

審査結果を研究科委員会に報告する。 

 

◆  最終試験として学生は、審査会から構成される発表会（公

聴会）において口頭発表し、審査委員らによる口頭試問を

受ける。 

◆  審査委員は、博士学位論文及び最終試験の審査結果を研究

科委員会に報告する。 

 

 

 合否判定は、研究科委員会において「博士学位論文審査

会」の審査委員より報告を受けて、研究科委員会構成員

による可否投票により、出席者の 3分の 2以上の「可」

票をもって合格と判定する。 

 

◆ 大学院修了式・学位記授与式にて学長が、博士（看護学） 

の学位を授与する。 
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兵庫大学看護学研究科 博士論文審査基準について  

 

＜博士後期課程＞  

１．学術的意義  

・  看護学研究として学術的に重要なテーマである。  

・  先行研究との関連に基づいて、研究の意義が明確である。  

・ 研究に独自性および新規性がある。  

 

２．研究計画・方法の妥当性  

・  研究目的達成のために適切な研究方法が用いられている。  

・ 科学的根拠に基づいた研究方法が用いられている。  

・ 研究方法が具体的に論述されている。  

 

３．倫理的配慮  

・  研究方法、対象の選定、記述に倫理的配慮が十分払われている。  

・ 研究公正の観点から問題がない。  

 

４．論述の明解性、一貫性  

・  論旨が明確で、一貫性がある。  

・  研究方法が詳細に記述されている。  

・  研究目的および結果から、論理的に考察が導かれている。  

・ 結果と考察の整合性がある。  
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